
・編、章、節の順序を表す数字は漢
数字とするが、ページの上の「編
柱」「章柱」に用いる数字は算用数
字（アラビア数字）とする。

大見出しは、「１」「２」のように
算用数字を冠する。

・文体は、「である」調を
基調とする平易な口語体と
し、必要以上の敬語は使用
しない。

・書籍名、雑誌名は『 』でくく
り、論文名は「 」でくくる。

・団体名、法律名などは、
初出のときに正式名称を記
し、以後は略記することが
できる。

・年の表記は原則として和暦を用い、適宜、和暦の後の（ ）
内に西暦を付す。この場合、「年」は最後に記す。

・（ ）内に西暦年を付すのは、小見出しを単位とした本文内で初出の場合とする。
ただし、年号が変わった場合（ ）内に西暦を付すこととする。
※「昭和●●年代」など、年数が定まらない場合は、西暦を付さないこととする。

・和暦年月日、世紀、年齢、条名、概数以外の数字は、
「一〇方式」を用いる。

・表組の見出し（表組の説明文）は、横組の場合は表組の上に付け、
縦組の場合は表組の右に付ける。
・表組の見出しの頭には図表番号を冠する。図表番号は、「編番号」「章番号」
「章の中の通し番号」の３つの数字をダッシュ「‐」でつないで表記する。
（例）図表7‐1‐1（これは、第７編の第１章の中の１番目の表であることを示す）
横組の表組における数字は半角算用数字を用い、３桁ごとに「，」を入れる。
（例）765,432,108

和暦年月日、世紀、年齢、
条名、概数の数字は、「と
んぼ十字方式」を用いる。

・名詞を並列する場合は、中点
（・）を用いる。
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